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Ⅰ はじめに
区限刺繍は、布の織り目を数えながら、別糸で布目
をすくいながら図柄構成するもので、ヨーロッパ、ロ
シア、東南アジア、中央アジアや西アジア、アフリ
カ、中近東、アメリカそして日本にもその技法を見る
ことが出来る。
なかでも東ヨーロッパ・ルーマニアの区限刺繍は、
室内装飾はもとより、衣裳には欠くことの出来ない重
要な装飾技法である。
かつてはどこの家庭でも娘から年配の人までが、糸
を紡ぎ、織り、そして刺繍を施した衣裳を家族の人
に、また自分のものとして製作し婚礼、祭礼、葬儀な
どに用いた。
C.D.ゼレティン氏によれば「われわれの縫い物の美
は、身を若々しく新鮮に保とうとして、それを身につ
けた人々の歴史である。娘たちは誰もがそれを習わね
ばならなかったし、道徳的な教育は刺繍の腕前が進歩
してから後に行われた。これが何百年もの昔から母親
たちによって伝えられてきた遺産である」また「ルー
マニアの民族衣裳は固有の源泉によって新しい様式を
形づくってきたから、外国の影響はほとんど受けな
かったといってよい」（註１）と述べている。
長い歴史のなか、近隣からの流入があったにもかか
わらず、ルーマニアの基本的スタイルはかわることが
なかった。そうした衣裳に施される装飾、とくに区限
刺繍がどのように扱われているか、蒐集した各地の衣
裳を調査、分析を試みた。
Ⅱ ルーマニアの地形及び地域
ルーマニアはバルカン半島の東北部に位置し、北に
ウクライナ、東にモルドヴァ及びウクライナ、そして
黒海がある。また西北はハンガリー、西南にセルビア
共和国、南はドナウ川を挟んでブルガリアという５カ
国と１つの海に囲まれている。
国土の広さは日本の約３分の２（約２４万㎢）、山地
（８００m 以上）と平原、それをつなぐ台地からなる。
国土のやや東より中央を、北から南にカルパート山脈
が走りその山脈は中ほどで西に折れる。この部分をト
ランシルヴァニア山脈という。この逆 L 形の山脈を
基軸に、南東部をムンテニア地方（首都ブカレスト
在）、南西部をオルテニア地方といい、西部をバナト
地方という。そしてカルパート山脈とトランシルヴァ
ニア山脈にかこまれた西北の部分をトランシルヴァニ
ア地方（図１）、カルパート山脈の東部をモルドヴァ
地方、そしてその南部、黒海に面したところをドブル
ジャ地方という。またトランシルヴァニア地方の北の
部分をマラムレシュ地方、モルドヴァ地方の北の部分
をブコヴィナ地方という（図２）。ムンテニア地方と
オルテニア地方をひとつにし、ワラキア地方というこ
ともある。これらの分け方は使用する目的で決められ
る。現在、行政上４２県に分けられている。図１ トランシルヴァニア地方・シビウ郊外
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Ⅲ 区限刺繍とは
刺繍を大別すると、布目に関係なく自由に刺繍する
フリー・ステッチ（Freely stitch）と、布目を数えな
がら直線、斜線などで刺繍する区限刺繍（カウンテッ
ト・スレッド・ステッチ（Counted thread stitch）に
なる。
区限刺繍の起源は古く、エジプトでコプト芸術が栄
えた５～６世紀といわれ、麻地に羊毛糸で刺されたア
ラビア模様であった。その技法はローマをへて各ヨー
ロッパに広まり、それぞれの地域の特色を出しながら
発展していった（註２）。これらは壁飾り、テーブルセン
ター、椅子などの室内装飾のほか衣裳装飾に用いら
れ、なかでも１３世紀イタリアのアッシジ刺繍（註３）、１６
～１７世紀のイギリスでのタペストリー刺繍（註４）はよく
知られるところである。
区限刺繍の代表的なものにクロス・ステッチ
（Cross stitch）や、テント・ステッチ（Tent stitch）、
フラット・ステッチ（Flat stitch）などがある。
これらの基本的な技法に、僅かな傾斜、寸法、刺す
方向などで名称が異なり、その数は無限に近いものに
なる。
その技法は、キャンバス・ワーク（Canvas work）、
タペストリー・エンブロイダリー（Tapestry embroi-
dery）、ゴブラン・ワーク（Gobelin work）、リネン・
エンブロイダリー（Linen embroidery）、ブラック・
ワーク（Black work）などで紹介され、その名称は使
用する布（キャンバス地）、壁掛け（タペストリー）、
織物（ゴブラン織）からつけられている。しかし、リ
ネン・エンブロイダリーは、麻地を用いたもの、つま
りフリー・ステッチの技法も含まれる。
以上のものは、区限刺繍の技法を多く共有するが、
そのいずれも、「区限刺繍」を総称できるものではな
い。
区限刺繍の用途、布及び刺繍糸の主なものは、つぎ
のようになる。
用途
タピストリー、室内装飾＊、衣装など。
＊ここでの室内装飾とはテーブルセンター、クッション、ピ
ロー・ケースなどをいう。
布
タピストリー－キャンバス地（註４）
室内装飾－コングレス地、ベンガルクロス地、イン
デアンクロス地、ジャバクロス地、キャンバス
地、平織りの麻地、木綿地など。
衣裳－平織りの麻地、木綿地、羊毛地、チュール
地、ネット地など。
刺繍糸
タペストリー－タペストリーウール及び絹糸
室内装飾－刺繍糸（２５番、８番、５番、３番）、毛
糸（中細、極細）、タペストリーウール及び絹糸
など。
衣裳－刺繍糸（２５番、８番、５番）、アブローダー
（２５番、１６番）、毛糸（中細、極細）、絹糸、化繊
糸、金、銀糸（１～５掛）など。
Ⅳ 区限刺繍の技法の種類
区限刺繍には、以下の４点の問題点があって分類し
にくいが、あえて８つに分類した。
・僅かな寸法や傾斜でそれぞれに名称が付き、数が多
いこと。
・同じ技法でも地域により名称が異なること。
・複数の技法を合わせて１つの技法にしたもの。
・１～３の分類にも該当しないもの。
１－クロス・ステッチ（Cross stitch）
最もよく知られる技法のひとつで、斜めの線２本を
交差させたもので、グロ・ポワン（Gros point）、ま
たサンプラー・ステッチ（Sampler stitch）ともいう。
一方の糸だけを長くしたロング・アームド・クロス・
ステッチ（Long armed cross stitch）、縦横の線２本
を交差させたものをアプライト・クロス・ステッチ
（Upright cross stitch）、また斜めのクロスと、縦横
のクロスを合わせたダブル・クロス・ステッチ（Dou-
ble Cross stitch）、丸形のドット・ワークド・ステッ
チ（Dots worked stitch）などがある。
２－ハーフ・クロス・ステッチ（Half cross stitch）
タペストリーや室内装飾によく用いられるもので、
斜線ステッチ（註４）のことである。テント・ステッチ
（Tent stitch）、プチ・ポイント（Petit point）、ニー
ドルポイント・ステッチ（Needlepoint stitch）、コン
チネンタル・ステッチ（Continental stitch）、キャン
バス・ステッチ（Canvas stitch）、などがある。
３－フラット・ステッチ（Flat stitch）
線で面を埋めていく方法で、ストレート・ステッチ
（Straight stitch）、サテン・ステッチ（Satin stitch）、
フローレンタイン・ステッチ（Florentine stitch）（註５）、
ハンガリアン・ステッチ（Hungarian stitch）（註５）など
がある。
４－ライン・ステッチ（Line stitch）
線で図柄をつくるもので、図柄を強調させるために
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も用いる。バック・ステッチ（Back stitch）、ダーニ
ング・ステッチ（Darning stitch）、ダブル・ランニン
グ・ステッチ（Double running stitch）、ホルベイン・
ステッチ（Holbein stitch）（註６）などがある。
５－フリー・ステッチ（Freely stitch）
ヘリンボーン・ステッチ（Herring stitch）、フェ
ザー・ステッチ（Feather stitch）、チェーン・ステッ
チ（Chain stitch）ジグザグ・ステッチ（Zigzag stitch）
などのフリー・ステッチの技法を、区限の刺し方をし
たものである。
６－複数の技法を合わせたもの
ランニング・ステッチした糸に、別糸をかけて装飾
するペギニーズ・ステッチ（Pekinese stitch）、２本
の平行したランニング・ステッチに別糸で装飾する
ウォベンバンド・ステッチ（Wovenband stitch）など
がある。
７－オープンワーク（Openwork）
織り糸を拾い、その糸を引き締めて穴模様を作る技
法。パンチ・ステッチ（Punch stitch）、アジュール・
ステッチ（Ajou stitch）などがある。
８－オリジナル・テクニック（Original technique）
地域独自の技法で、ムシャバック（Mushabak）（註７）、
スウェーデン刺繍（Sweden stitch）（註８）、こぎん刺
繍（註９）などがある。
Ⅴ ルーマニア衣裳と装飾について
衣裳の構成
ルーマニアの基本的衣裳の構成は、刺繍を施した白
色のブラウスやワンピースに、ゆとりのあるスカート
を穿き、その上にエプロン、もしくは巻きスカートを
着ける。ウエストには扁平な腰紐を締め、頭には、正
方形または長方形のスカーフを着ける。地域や季節に
よりこれらの上にベストやコートを羽織る。
なお現地ではブラウスをカマーシャ（Ca
̂
mas‚ a
̂
）ま
たはイエ（ie）、ワンピースをカマーシャ（ブラウス
と同じ名称）、スカートをフスタ（Fusta
̂
）またはポア
レ（Poale）という。エプロン一枚着けるものを、カ
トリンツァ（Catrint‚a
̂
）、前後（２枚）に着けるもの
をカトリテ（Catrint‚e）という。巻きスカートをフォ
タ（Fota
̂
）扁平な腰紐をブラウ（Brâu）またはベテ
（Bete）、スカーフは、正方形をバデック（Batic）、
長方形をマラマ（Marama
̂
）（註１０）、ベストはヴェスタ
（Vesta
̂
）という。
このなかで名称が複数あるのは、その地域の呼び名
で、衣裳の形、材質、装飾方法で名称も異なる。した
がって上記以外の名称もある。
つぎの作品は筆者が、２０００年より６回にわけて各地
方で取材、入手した衣裳である。
その衣裳をもとにそれぞれを観察、分析し、衣裳の
形態を製図し、必要のあるものに図解をいれた（図６４
～図８１）。刺繍技法については日本で実現可能な材料、
方法で再現方法を探ってみた。
「製図」に印したオレンジ色は刺繍の位置、緑色は
ギャザーの位置を示し、（ ）内の数字は縮めた寸法
である。
なお、A 及び B・アルジェシュ県のスカートは、A
は６枚接ぎ、B はギャザーのため「図解」はない。ま
た H・メヘジンチ県のプリーツスカートはフラットな
形のため、参考１・アルバ県及び参考２・カラシュ・
セヴェリン県は、現地取材のために「製図」及び「図
解」はない。
各地域の衣裳（図２）
Ａ ムンテニア地方・アルジェシュ県
Ｂ ムンテニア地方・アルジェシュ県
Ｃ モルドヴァ地方・バランチャ県
Ｄ ブコヴィナ地方・スチャバ県
Ｅ ブコヴィナ地方・ネアムト県
Ｆ トランシルヴァニア地方・シビウ県・シビエル
村
参考１ トランシルヴァニア地方・アルバ県・アル
バク村
Ｇ オルテニア地方・ブルチャ県・ホレイ村
Ｈ オルテニア地方・メヘジンチ県
Ⅰ オルテニア地方・オルト県
参考２ バナト地方・カラシュ・セヴェリン県・カ
ランセベシュ町
つぎに、各地域の衣裳の特長、用途を簡単にのべ、
区限刺繍を扱った衣裳《ブラウスなど》を基に、刺繍
「技法」に至った「疑問点および分析」、そして「製
作」で作品の組み立てを見る。
図２ ルーマニア
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Ａ ムンテニア地方・アルジェシュ県
Arges‚ ·Muntenia （赤色刺繍）（図３）
南部に多く見られる赤系の衣裳である。ブラウスに
スカート、その上に羊毛地に金糸を織り込んだ巻きス
カートをつけ、上から金糸入りの帯を締める。婚礼、
キリストに関係した祭礼に用いる。
《ブラウス及びスカート（イエ（ie）、ポアレ（Poale）》
（図４、図７）
ブラウス 着丈 ６２㎝（４７㎝＋１５（裾布）㎝）
身幅 １４９㎝、袖丈 ６９㎝（首刳りより６８＋１㎝
（レース））、袖幅 ６４㎝、首刳り ５０㎝
布地 素材 麻１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経２０本、緯２０本
厚さ ０．３５㎜
布幅 ４４㎝、用布 ３８６㎝＋裾布 １５×２４６㎝
スカート（６枚接ぎ）着丈 ６１㎝
裾幅 ２０４㎝、ウエスト寸法 １２４㎝
布地 素材、組織はブラウスと同一
密度（本／㎝）経１８本、緯２０本
厚さ ０．４５㎜
布幅 ４４㎝、用布 ２６０㎝
刺繍糸及び材料
赤色アブローダー糸（２５番、３本）、金糸（ソ
フト金２掛、２本）、金色真鍮スパンコール
（３㎜）、ビーズ（丸小）、白色アブローダー糸
（１６番、１本）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
身頃・袖－バック・ステッチ（織り糸４本）、
首繰り－クロス・ステッチ（織り糸２本×２本）
スカート、裾－クロス・ステッチ（織り糸３本
×３本）
・フリー・ステッチ
チェーン・ステッチ
・その他の刺繍
シシリアン・ドロンワーク、鈎針による縁編み
オープンワーク・シーム（図１３）
［疑問点及び分析］
疑問点（図５、図６）
１－赤色のステッチは、バック・ステッチか、ま
たはダブル・ランニング・ステッチか。
２－金糸を用いたチェーン・ステッチは、縫い針
によるものか、または鈎針によるタンブール刺
繍（註１１）か、そして区限刺繍の扱いをしている
か。
分析
１－ダブル・ランニング・ステッチであれば、表
裏同一の１本の線である。裏側（図６）を見る
と、線が複雑に重なっている。これは織り糸を
拾ったバック・ステッチである。
２－薄地布に、張りのある金糸を用いる場合、タ
ンブール（鈎針）ほうが刺繍が容易い。タンブー
ルの場合、裏側の線は隙間のない１本の線にな
る。ステッチの間に隙間があることから、これ
図５ 部分（表側）上 図６ 部分（裏側）下
図４ ブラウス
図３ アルジェス・衣装
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は縫い針によるチェーン・ステッチである。
しかも織り糸を規則的に拾っていないことか
ら、フリー・ステッチのチェーン・ステッチと
いうことになる。
［製作］（図６４、図６５、図６６）
ブラウスは身頃と袖に赤色でバック・ステッチ
し、その間を金糸でチェーン・ステッチをする。胸
元及び袖の上部に白色の糸でシシリアン・ドロン
ワーク（註１２）を施し、金色スパンコールを飛ばす。各
部分をオープンワーク・シーム技法（図１３（註１３））で
接ぎ合わせる。
首繰りをストローキング・ザ・ギャザーズ（註１４）
し、クロス・ステッチをした布で、縁をパイピング
（図１０）する。袖口は鈎針による縁編みを施し、袖
口より１０㎝ほど上を太糸で粗くすくい、装着時に引
きしめる。
スカートは裾に花柄を（織り糸を拾った）クロス・
ステッチした後、６枚を接ぎ合わせ鈎針で縁飾りす
る（図８、図９）。
図８ 部分（表側） 図９ 部分（裏側）
図７ アルジェシュ・スカート
［首繰り・パイピング］ ［オープンワーク・シーム］
図１０ Ａ アルジェシュ県
クロス・ステッチ
図１２ Ｇ ブルチャ県
ダーニング・ステッチ
図１３ Ａアルジェシュ県 左上
図１４ Ｃバランチャ県 右上
図１５ Ｇブルチャ県 左下
図１６ Ｉオルト県 右下
図１１ Ｃバランチャ県
ダーニング・ステッチ
３．５㎝
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Ｂ ムンテニア地方・アルジェシュ県
Arges‚ ·Muntenia （黒色刺繍） （図１７）
赤系の衣裳と同様、南部に見られる黒系の衣裳であ
る。刺繍を施したブラウス及びスカートを着ける。そ
の上に唐草模様を、金属スパンコールとビーズで装飾
した巻きスカートを着け、ウエストに同じように装飾
した、サッシュベルトをしめる。
頭には生糸で織られた長方形のスカーフ、マラマを
着ける。
この衣裳は婚礼用として作られたもので、特別な祭
りにも用いられた。
《ブラウス及びスカート イエ（ie）、ポアレ（Poale）》
（図１８、図１９）
ブラウス 着丈 ６８㎝、身幅 １４４㎝、袖丈 ６６㎝
（６５＋１㎝（レース））、袖幅 ６０㎝、首刳り ４４㎝
布地 素材 麻１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経２２本、緯２４本
厚さ ０．３５㎜
布幅 ６１㎝、用布 ３１５㎝
スカート スカート丈 ９３㎝＋６cm（ベルト）
裾幅 ２３０㎝、ウエスト寸法 ９４cm
布地 素材、組織はブラウスと同一
密度（本／㎝）経２０本、緯２０本
厚さ ０．４５㎜
布幅 ５１㎝、用布 ４８５㎝
刺繍糸及び材料
黒色アブローダー糸（２５番、２本）、金色真鍮
スパンコール（６㎜）、ビーズ（丸小）
［技法］
・フリー・ステッチ
サテン・ステッチ、クロス・ステッチ
・その他の技法
ボビンレース
［疑題点及び分析］
疑問点（図２０、図２１）
七宝形のステッチは、抜きキャンバス＊を用い
たものか、織り糸を拾った区限刺繍か、またはフ
リー・ステッチの、サテン・ステッチか。
＊［抜きキャンバス］とは
布の上に当て、マス目を利用して刺すもので、目の拾
い難い布に用いる。刺し上がったら、そのキャンバスの
糸を抜き取る
分析
抜きキャンバスや布目を数えて刺す区限刺繍を
用いたのであれば、いずれの図柄もステッチの本
数、寸法も同じになる。
ここで見る模様の形はほぼ同形である。しかし
一辺のステッチ本数は５～７本とまちまちで、し
図１９ スカート
図１８ ブラウス 図２０ 部分（表側） 図２１ 部分（裏側）
図１７
アルジェシュ・衣裳
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かも模様と模様の、間の織り糸は数が異なる。
クロス・ステッチもまた織り糸を拾ったもので
はない。したがって、フリー・ステッチの中のサ
テン・ステッチおよびクロス・ステッチである。
［製作］ （図６７、図６８、図６９）
ブラウスの身頃及び袖およびスカートに、七宝
形の模様をサテン・ステッチし、その間にスパン
コールを用いて、流線形の図柄を止めつける。そ
れぞれを接ぎ合わせ、袖口にボビンレースを施
す。首刳りおよび袖口部分に紐（２㎜の丸紐）を
通し、着装時に引き締めギャザーを寄せる。
スカートは５枚を接ぎ合わせ（縁を巻き縫い）、
刺繍を施したのちギャザーを寄せてベルトをつけ
る。ベルトの両端には細い紐（１㎝×４０㎝）を付
け前に回して結ぶ。
なお、スカートとブラウスの図柄は同形であ
る。
Ｃ モルドヴァ地方・バランチャ県
Vrancea·Moldova （図２２）
モルドヴァ地方南部に見られる衣裳である。
金糸で刺繍を施したワンピースに、羊毛地に銀糸入
りつづれ織りの巻きスカートを着ける。その上に帯を
結び、頭には長方形のスカーフを着ける。
この衣裳は婚礼、葬儀、キリストに関係する祭礼用
に用いられた。
《ワンピース（カマ―シャ（Camasa））》（図２３）
着丈 １１１㎝（４８＋６３㎝（裾布））、身幅 １５８㎝、
袖丈 ８７㎝（首刳りより１９＋６８㎝）、袖幅 ６０㎝、
首刳り ４１㎝
布地 素材 麻１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経２０本、緯２３本
厚さ ０．４２mm
布幅 ４３㎝、用布 ４３９㎝＋裾布 ６８×１５８㎝
刺繍糸及び材料
金糸（ソフト金２掛、１本）、ビーズ（丸小）ア
ブローダー糸（１６番、２本）
［技法］
・区限刺繍
サテン・ステッチ
首繰り－ダーニング・ステッチ
・その他の技法
ボビンレース、スモッキング、オープンワー
ク・シーム
［疑題点及び分析］
疑問点 （図２４、図２５）
１－幾何学模様をどの技法で、どのような順序で
刺したか。
２－伸縮のない硬い素材の金糸で、サテン・ス
テッチを刺せるか
分析
１－星形はいずれも同じ本数で刺して（図２４）い
る。そしてそれを囲む菱形のステッチの数はど
３．５㎝
図２４ 部分（表側）上 図２５ 部分（裏側）下
図２３ ワンピース
図２２ バランチャ・衣裳
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こも同じである。つまり織り糸を拾ったサテ
ン・ステッチである。また星形と菱形の空間は
いずれも等しい。これはまず菱形を作り、菱形
の中心から外側に向けて星形を刺していると考
える。
２－金糸は伸縮がなく、しかもサテン・ステッチ
は布地と馴染み難い。見ると２掛の細番手を用
いている。細番手を用いることで糸に伸縮がな
くとも布に馴染み、刺繍を可能にしている。
［製作］ （図７０、図７１）
身頃と袖に金糸を用いて菱形に囲んだ星形模
様、その両側にはジグザグ文様をサテン・ステッ
チし、星型の中央には異なった色の丸ビーズを止
めつける。袖は上部にボビンレースを挟み込み、
切り替えをオープンワーク・シーム（図１４（註１３））
で接ぎ、袖口はスモッキング（註１５）でギャザーを寄
せる。身頃と接ぎ合わせ、首繰りにウエーブ・ス
モッキングをしたのち、ダーニング・ステッチし
た布でパイピング（図１１）する。裾に別布（裾布）
を足してワンピース丈にする。
Ｄ ブコヴィナ地方・スチャバ県
Suceava·Bucovina （図２６）
ウクライナに近い地域の衣裳である。
数色のビーズで、色彩豊かに装飾したブラウスと、
裾に白糸でカットワークを施したスカートを着ける。
前後（２枚）にエプロンを着け、帯を締める。頭には
花柄プリントのスカーフを着ける。
《ブラウス （イエ・ク・マルジェーレ
（ie·cu·ma
̂
rgele））》 （図２７）
着丈 ５７㎝（５０＋７㎝（裾布））、身幅 １３０㎝、袖
丈 ６１㎝（５５＋６㎝（鈎針編））、袖幅 ４６㎝（横地）、
首刳り ５７㎝（鈎針・レース編（４．５㎝）をつける）
布地 素材 木綿１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経２０本、緯２２本
厚さ ０．４５㎜
布幅 ４７㎝、用布 ２７８㎝
刺繍糸及び材料
ビーズ（丸小）、カタン糸（４０番、１本）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
ビース・ハーフ・クロス・ステッチ（織り糸３
本×３本）
・その他の技法
鈎針による縁編み
［疑題点及び分析］
疑問点 （図２８、図２９）
１－多色花柄模様のビーズは、どのように止めつ
けるか。
２－ビーズの方向が段毎に異なるのはなぜか。
分析
１－布の裏側を見ると縦方向に止め糸が並んでい
る（図２９）。これは形や、色毎に刺しているの
図２８ 部分（表側）上 図２９ 部分（裏側）下
図２７ ブラウス
図２６
ブコヴィナ・スチャバ・衣裳
約１㎝
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ではない。まず裏から針を出し、図柄に沿った
色のビーズを１粒とって１針縦に掬う。左に移
動してまたビーズを１粒とって１針縦に掬って
いる。この作業を右から左方向に進め、つぎの
段に移る。このとき布を持ちち替えず、左から
右方向に同じ作業をくり返しながら戻ってく
る。つまりビーズを用いたハーフ・クロス・ス
テッチ（註１６）である。
２－布を持ち替えず往復することで、ビーズの傾
斜（方向）が段毎にかわる。
［製作］ （図７２、図７３）
裁断した身頃や袖に７色のビーズを用いて花柄
をハーフクロス・ステッチで止めつける。それぞ
れの部分を接ぎ合わせ、袖口と首繰りには鈎針編
のレースを施す。着丈の不足分は裾布で補う。最
後にレース（首繰り）の先に太糸（凧糸程度）で
粗くぐし縫いし、着装時に引き締める。
Ｅ ブコヴィナ地方・ネアムト県
Neamt·Suceava·Bucovina （図３０）
この衣裳はネアムト県を中心にした地域もので、ス
チャヴァ県にも見られる。
刺繍を施したブラウスに巻きスカートを着け、帯を
締める。頭には正方形の黒地花柄プリントのスカーフ
を着ける。
婚礼、葬儀、キリストに関係する祭事に用いる。
《ブラウス（イエ（ie））》（図３１）
着丈 ６４㎝（４４＋２０（裾布）㎝）、身幅 １３７㎝、袖
丈 ６２㎝（首刳りより）、袖幅 ４６㎝、首刳り 約
４０㎝
布地 素材 木綿１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経１４本、緯１３本、
厚さ ０．７４mm
布幅 ４７㎝、用布 ２９０㎝
刺繍糸及び材料
刺繍糸（２５番、２本）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
サテン・ステッチ、バック・ステッチ、クロ
ス・ステッチ（織り糸２本×２本）、ハンガリ
アン・ステッチ
・その他の技法
オーバーキャスト（巻き縫い）
図３２ 部分（表側）ア
イ
図３１ ブラウス
（実物大） 図３３ 部分（裏側）
図３０ ブコヴィナ・ネアムト・衣裳
図３４ 部分
（表側）
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［疑題点及び分析］
疑問点 （図３２、図３３、図３４）
袖山の黒色の部分とそれを囲む緑色の刺繍技法
はなにか。
分析
「図３２」の３段ある上下の段は同じである。中
段の花から伸びるジグザグ線（斜めの線（３個）
はクロス・ステッチ）、及び下段の瓢を囲む菱形
の線、（ア）はバック・ステッチである。
中間の花柄、下段の瓢形（（ア）の◇形を除く）
と、周囲（クロス・ステッチに見える）及び（イ）
はサテン・ステッチである。これらは裏側（図３３）
の糸の流れから確認できる。
複雑と見える図柄も、技法数は以外に少ない。
［製作］ （図７３、図７４）
前身頃の中央の花柄をサテン・ステッチで刺
す。袖幅の中心に図柄を合わせ、上からブロック
ごとに、サテン・ステッチ、バック・ステッチ、
クロス・ステッチで刺す。間に緑の濃淡（サテ
ン・ステッチ）をいれ、左右の緑の濃淡で囲む。
次にハンガリアン・ステッチ（図３４、黄色部分）、
を下方に刺し進める。各部分を接ぎ合わせ、首繰
りをオーバーキャスト（巻き縫い（青色部分））で
始末する。そのステッチの下を太糸（凧糸）で粗
く並縫いし、着用時に引き締めてギャザーを寄せ
る。
裾布で着丈の不足分を補う。
Ｆ トランシルヴァニア地方・シビウ県・シビエ
ル村 Ｓibiel·Ｓibiu·Ｔransilvania （図３5、図３6）
トランシルヴァニア山脈の北山麓に位置した村の衣
裳で、白地に黒色刺繍が特徴である。
ギャザーやプリーツの間に、ボーダー柄と花柄刺繍
を施したブラウスに、プリーツスカートを着ける。そ
の上に前後（２枚）にエプロン、頭には正方形のフリ
ンジの付いたスカーフを着ける。季節によりベストを
羽織る。キリストに関係する祭礼用に用いる。
《ブラウス（カマーシャ（Ca
̂
mas‚ a
̂
））》（図３７）
成人女性及び少女の形態は同じである。
成人女性（図３５）
着丈 ４９㎝、身幅 １８４㎝、袖丈 ７０㎝（首刳り
から）６８＋２（レース）㎝）、袖幅 ７１㎝、首刳
り ４６㎝
布地 素材 木綿１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経２８本、緯３０本、厚さ０．２７㎜
布幅 ７２㎝、用布 ２７６㎝
少女（５～６才）（図３６）
着丈 ３２㎝、身幅 １０４㎝、袖丈 ３６㎝（首刳り
から）、袖幅 ４２㎝、首刳り ２７㎝
布地 素材、組織は成人女性と同一
密度（本／㎝）経４０本、緯４０本、厚さ ０．２㎜
図３６
同（少女）・衣裳
図３７ ブラウス
図３８ 部分（表側）下
図３９ 部分（裏側）右下
図３５
シビウ・衣裳
１㎝
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布幅、用布は裁断してあるために測定不可能
刺繍糸及び材料
刺繍糸（２５番、２本）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
クロス・ステッチ（織り糸３本×３本）、ルー
マニアン・ステッチ、ダーニング・ステッチ
（首繰り）
・フリー・ステッチ
ボタンホール・ステッチ
・その他の技法
鈎針による縁編み
［疑題点及び分析］
疑問点 （図３８、図３９）
織り糸が細く布目のはっきりしないブロード地
に、クロス・ステッチするには、どの方法を用い
たか。
分析
クロス・ステッチの１目は、成人女性は織糸３
本×３本で約１㎜である。少女は、さらに織り糸
も細く、１目は織糸４本×４本で０．８㎜であった。
このような織り糸も細く、布目のはっきりしない
布地には通常、抜きキャンバスを使用する。ルー
ペで観察すると、いずれの経、緯も織り糸を正確
にとらえ上下、左右に狂いがない。これは織り糸
を拾ったクロス・ステッチである。
［製作］ （図７６、図７７）
身頃や袖にルーマニアン・ステッチ（１．５㎝の
幅を、織り糸１本置きにすくう）したテープ状を、
前身頃に４本、袖に３本施す。プリーツをたたん
だ袖（襞奥４㎝×４本）に、小花や幾何学模様を
クロス・ステッチやボタンホール・ステッチで装
飾する。それぞれを接ぎ合わせ、首繰りをスト
ローキング・ザ・ギャザーズ（註１４）したのち、ダー
ニング・ステッチした布でパイピングする。最後
に袖口に鈎針編みのレースをつける。
参考１－トランシルヴァニア地方・アルバ県・
アルバク村 Albac·Alba·Transilvania（図４０）
トランシルヴァニア地方の西南に位置する地域の衣
裳である。
ブラウスとスカートは、白色メッシュ地を用いて、
黒色の花柄模様をクロス・ステッチし、ブラウスの首
繰りと袖口は鈎針の縁飾りをしてある。
エプロンは黒色羊毛地を用いて、スパンコールや竹
ビーズ、丸ビーズなどで装飾し、スカーフにも同様な
装飾を施す。
現在もキリストに関係する祭礼に用いる。
《ブラウス及びスカート（カマーシャ（Ca
̂
mas‚ a
̂
）、
ポアレ（Poale）》
身幅、袖丈、スカート丈などは未確認
布地 素材 ポリエステル１００％
組織 メッシュ
密度、厚さ、用布は未確認
刺繍糸
毛糸（並太、１本）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
クロス・ステッチ（織り糸３本×３本）
・その他の技法
鈎針による縁編み
図４０ アルバ・衣裳
図４１ 部分（表側）
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観察（図４１）
メッシュはやや縦長の矩形である。メッシュ地
を用いる注意点は、透けるので刺繍から刺繍に渡
糸の始末に注意が必要である。
これは、刺しあがった刺繍部分を利用して、糸
の移動及び始末をしている。
G オルテニア地方・ブルチャ県・ホレイズ村
Horezu·Vâlcea·Oltenia （図４２）
トランシルヴァニア山脈の南に位置する地域の衣
装である。
刺繍を施したブラウスに、ゆったりとしたスカート
を着ける。その上にエプロンを前後に着け、帯を締め
る。頭には生糸で織った長方形のスカーフを着ける。
キリストに関係した祭礼用、婚礼、葬儀に用いる。
《ブラウス及びエプロン（カマーシャ（Ca
̂
mas‚ a
̂
）、
試料 ポアレ（Poale））》（図４３）
ブラウス 着丈 ６５㎝（４１＋２４（裾布）㎝）
身幅 １２８㎝、袖丈 ６７㎝、袖幅 ６１．５㎝
首刳り ３９㎝
布地 素材 麻１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経２０本、緯２０本
厚さ ０．４４mm
布幅 ４３㎝、用布 ３２８㎝＋裾布 ２５×１３０㎝
エプロン－幅 ４３cm 丈 ８１㎝
刺繍糸
刺繍糸（２５番２本）、絹刺繍糸、アブローダー刺
繍糸（１６番）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
クロス・ステッチ（織り糸３本×３本）、ヘリ
ンボーン・ステッチ（織り糸３本×１０本）、サ
テン・ステッチ
首繰り－ターン・ダーニング・ステッチ
・フリー・ステッチ
チェーン・ステッチ、ジグザグ・ステッチ
・その他の刺繍
ドロンワーク、鈎針による縁編み
［疑題点及び解析］
疑問点（図４４、図４５、図４６、図４７、図４８、図４９、図５０）
１－クロス・ステッチ（１マスはクロス・ステッ
チ２個×２個＝４個（図４５））は抜きキャンバ
スか、織り糸を拾ったものか。
２－間のチェーン・ステッチ（図４５）は、織り糸
を拾ったものか、またはタンブール刺繍か。
３－前中心（山形のステッチ）横の、ジグザグ・
ステッチ（図４８）は織り糸を拾ったものか。
４－エプロンのボーダー柄（図４９）はどの技法を
用いたか。
分析
１－抜きキャンバスか、織り糸を拾ったものか
を、探るうちに、袖口の接ぎの段差（図４４）に
注目した。ステッチの数や掬う本数が同じにも
係わらず段差が出ることは、手紬ぎによる糸の
図４４ 袖口、接ぎ部分
図４３ ブラウス
図４２
ブルチャ・衣裳
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太さが関係している。つまり抜きキャンバスを
用いず、織り糸を拾ったクロス・ステッチのこ
とである。
２－チェーン・ステッチを見ると規則的にステッ
チしているように見える。しかし全体を見ると
必ずしも織り糸を拾っていない。これはフリ ・ー
ステッチによるチェーン・ステッチである。
３－前中心部分のジグザグ・ステッチの裏側（図
４７）を見ると、経は織り糸を通しているが、拾
う織り糸の本数（寸法）は均一ではない。これは
フリ ・ーステッチのジグザグ・ステッチである。
４－エプロンの裏側（図５０）を見ると、サテン・
ステッチではなく、織り糸を拾ったターン・
ダーニング・ステッチであることがわかる。
［製作］ （図７８、図７９）
前身頃と袖に縦または横にボーダー状に刺繍す
る。
まず、前中心に連続した山形のサテン・ステッ
チおよびジグザグ模様（図４８）を刺す。前中心よ
り左または右（図４５）に、ヘリンボーン・ステッ
チ（ア）（経３本、緯１０本）を刺繍し、その外側
にクロス・ステッチ４つ（イ）（クロス・ステッ
チ１つは経緯各３本）を１マスにしたもの）を、
ジグザグの連続模様に刺す。その間にピンクや黄
色の絹糸でチェーン・ステッチを入れ、ヘリン
ボーン・ステッチでとじる。ヘリンボーン・ス
テッチの両側に葉の模様をクロス・ステッチする。
前身頃および袖に、白色の絹糸でドロンワーク
を施し、それぞれをオープンワーク・シーム（図
１５）で接ぎ合わせる。首刳りはダーニング・ス
テッチ（図１２）した布でパイピングする。最後に
袖口を鈎針編みで縁編みする。
エプロンは絹刺繍糸でターン・ダーニング・ス
テッチ（図４９、図５０）し、縁を鈎針で縁編みする。
H オルテニア地方・メヘジンチ県
Mehedint‚ i· Oltenia （図５１）
ドナウ川を挟んだ先は、ブルガリアとセルビア共和
国という位置にある。
プリーツをたたみ、裾部分に金属の扁平の糸、プ
レートで刺繍した巻きスカートに、刺繍を施したブラ
ウスを着け、帯を締める。頭には生糸で織った長方形
のスカーフを着ける。
婚礼、キリストに関係した祭りに用いる。
《プリーツスカート（フスタ・プリサタ（Fusta
̂
plisata
̂
））》 （図５２）
スカート 着丈 ６７㎝、裾幅 ２３５㎝
プリーツの幅 １㎝ ＊横地扱い
布地 素材 麻１００％、組織 平織り
密度（本／㎝）経７本、緯７本
厚さ ５㎜
布幅 ７０㎝、用布 ２３７㎝
刺繍糸及び材料
プレート（銀と真鍮の平打ち合金、幅１．７５㎜
厚さ０．２㎜
金糸（ソフト金５掛、１本）、刺繍糸（５番、１本）
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
サテン・ステッチ（織り糸１本置き）
１㎝
約１㎝
図４７ 前中心部分（裏側）上
図４８ 同 部分（表側）左
図４９ エプロン部分（表側）左下
図５０ 同 部分（裏側）右下
図４５ 部分（表側）
ア イ
図４６ 部分（裏側）
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・その他の技法
ドット・ワークド・ステッチ、タンブール刺繍
鈎針による縁編み
［疑題点及び分析］
疑問点 （図５３、図５４）
１－金属の扁平糸（プレート）は針を使用するの
か。２－プレートは、布を傷つけないか。
３－プレートを捩れずに刺す方法と、刺しあがっ
たプレートを布に密着させるにはどうするか。
４－裾の金糸を用いたチェーン・ステッチ（ア）
は、どの技法を用いたか
分析
１－プレート（金属の扁平糸）に厚みがあるため
に、針を使用しないのではないか。仮に針に通
した場合、（針の）目のところで２本となり、
布に通しづらくなる。プレートの先端を、斜め
に落とすことで、針の代用にしていると考える。
２－プレートを通す間際に、目打ちなどで穴を広
げて通しているのではないか。布地は織り糸も
太く丈夫で、織りが密でないことから可能であ
る。
３－捩れないように刺すには、まずプレートを長
くしないこと。そして（進む方向）左から右に
刺すことで可能である。また布との密着につい
ては、１針掬うごとに木槌のようなもので叩い
て平らにし、布地に馴染ませているのではない
かと考える。
４－チェーン・ステッチの部分はタンブール刺
繍（註１１）である。それは裏側の糸が途切れのない
１本線（イ）（図５３）であること、仮に縫い針での
作業なら裏側の線は間が途切れるからである。
［製作］
プリーツをたたんだ後、図柄とおりにプレート
で刺繍する。
ジグザグ模様は、プレートは幅（１．７５㎜）があ
るために織り糸、１本置きに針を入れてサテン・
ステッチする。
約１㎝（経、緯各１２本）の丸形（ドット）は、
まず裏からプレートを出し対角線上にいれる。次
に円を描くように、少し左に位置をずらせて、プ
レートを下から出し、対角線上に入れる（図５４）。
また少し左に位置をずらし．．．を繰り返してドッ
トを作る（註１５）。なお、刺し始めと終わりの始末
は、刺し終えた部分に入れこむ。
裾にチェーン・ステッチで装飾し、縁には赤色
綿糸を用いて鈎針の縁編みをする。
＊なお巻きスカートのため、縫製はない。
イ
図５３ 部分（裏側）
図５４ 部分（表側）
図５２ スカート
２．６㎝
図５１ メヘジンチ・衣裳
約１㎝
ア
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Ⅰ オルテニア地方・オルト県・マチュウカ村
Maciuca·Olt·Oltenia （図５５、図５６）
南西の地域の特徴、赤色を用いる地域である。
刺繍したブラウスに白色のスカートを穿き、黒色の
刺繍エプロンを前後（２枚）に着ける（図５５）。また
は赤系のプリーツスカートを着ける（図５６）。
キリストに関係した祭事に用いる。
《ブラウス（イエ・べチェ（ie veche））》（図５７）
試料
着丈 ６８㎝、身幅 １４６㎝、袖丈（横地）６８㎝
袖幅 ５８㎝、首刳り ４４㎝
材料 素材 ポリエステル
組織 メッシュ地
密度（本／㎝）経６．５本、緯８本
厚さ ０．２１mm
布幅 ７５㎝、用布 ２６０㎝
刺繍糸及び材料
刺繍糸（２５番、６本）、竹ビーズ（２分）
［技法］
・区限刺繍
サテン・ステッチ
・その他の技法
鈎針による縁編み、オープンワーク・シーム
［疑題点及分析］
疑問点 （図５８、図５９）
刺繍する順序と、透ける布に対する糸の始末は
どうするか。
分析
図柄が左右対称にすることが必要である。まず
前中心を決め、右（または左）の縦線アを刺す。
次に花柄を上から下に刺し、花柄の反対側の縦線
イを刺す。最後に下の線ウを閉じて１つのボー
ダーが出来上がる。外側の図柄へと刺し進める。
また前中心に戻り反対側を同様に刺す。
また透ける布の、糸の始末は刺繍と刺繍が接近
したところで行う。接近したところがない場合
は、その都度糸を切り、糸の始末をして次に進む。
製作 （図８０、図８１）
身頃及び袖に刺繍する位置を決める。
前中心をきめ右（または左）側に、花柄の中心
エを印す。サテン・ステッチで右回りに一周（刺
す）する。そして中心（オ）の部分を刺し、次の
花に移る。袖も同様に刺し、身頃共にビーズを止
めつける。それぞれを、オープンワーク・シーム
（図１６）で接ぎ、最後に首繰りの部分を２つ折に
し、ギャザーを寄せてバック・ステッチで固定す
図５６ オルト・衣裳 イ
ア
図５７ ブラウス
ウ
図５８ 部分（表側）左下
図５９ 部分（裏側）右下
エ
オ
図５５ オルト・衣裳
１㎝
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る。固定した部分を飾り紐（２５刺繍糸２本で縒っ
たもの）を止め、前で結ぶ。
参考２－バナト地方・カラシュ・セヴェリン
県・カランセベュ町
Caransebes·Caras-severin·Banat （図６０）
セルビア共和国に寄った地域の衣裳である。
赤色の刺繍を施したブラウスとスカートを着け腰紐
をしめる。またはブラウスとスカートの上に１枚もし
くは２枚のエプロンと飾りベルトをつける。さらに刺
繍のベストを羽織る。
キリストに関係した祭りや、婚礼（参列用）に用い
る。
《ブラウス及びスカート（カマーシャ（Camasa）、
ポアレ（Poale））》（図６１）
布地 素材 木綿とポリエステルの混紡
組織 平織り
密度（本／㎝）経１２本、緯１４本
厚さ ０．４５mm
着丈、身幅、袖丈及びスカート丈等は未確認
刺繍糸
赤色アブローダー糸（２５番糸、２本）、白色絹糸
［技法］ ＊（ ）内はステッチ１目
・区限刺繍
クロス・ステッチ（織り糸、２本×２本）、ダー
ニング・ステッチ、サテン・ステッチ
・その他の技法
スモッキング、鈎針による縁編み
観察 （図６２、図６３）
同じ色でのボーダー柄は、横移動していくこと
が多い。しかしこの作品のように、技法がダーニ
ング・ステッチ、クロス・ステッチ、サテン・ス
テッチなどの技法が複数になれば、横移動は難し
い。
身頃や袖は、刺繍する位置に図柄をあわせて、
ブロックごとに刺し、次に進む。◇形の中心にあ
る白色の部分は最後にサテン・ステッチする。首
繰りはスモッキング（註１４）を施し、袖口に鈎針編み
の縁飾りを施す。スカートも同様な順序で刺す。
いずれも刺繍を終えてから形にまとめる。
以上１１点を「表１」にまとめた。
計測方法 密度－ルーペ（１０倍）
厚さ－ノギス
図６１ ブラウス １㎝
図６０ カラシュ・
セヴェリン・衣裳
図６２ 部分（表側）上 図６３ 部分（裏側）下
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まとめ
ルーマニアの衣裳は糸を紡ぐところから、織り、裁
断、装飾、そして縫製まで一貫した自家製作にある。
なかでもブラウスは、１着（ときには２着）に必要
とする用尺を織り、布地の無駄を作らない直線裁ちで
ある（図６４～図８０の製図参照）。直線裁断に起こる平
面的な不具合は、ギャザー（註１４）やタックで、立体的な
衣裳に作り上げられる（図６５～図８１の図解参照）。
各部分の接ぎにオープンワーク・シーム技法（図１３、
図１４、図１５、図１６）を用いるのは装飾と同時に（縫い
代の）厚みを出さないためである。またブラウスの裾
を断ち切り、または耳を使用（横地扱い）するのも同
じ理由である。また、限られた織り幅からおこる着丈
の不足は、裾布で補う。
ルーマニア衣裳の装飾の多くを占めるのが区限刺繍
で、ブラウスの身頃、袖、首刳りのパイピング（図１０、
図１１、図１２）にいたるまで施される。また地域によっ
てはスカート、エプロンにも見られる。
・色彩による地域性について
バナト地方、オルテニア地方やムンテニア地方の
南部や西部では赤色（一部では黒色）を基調として
いるものが多い。そのなかで A のアルジェシュ県
は赤色にスパングルを施す地域である。
多色つかいをするのが、D や E のブコヴィナ地
方である。E のネアムト県の落ち着いた色彩に対し
て D のスチャバ県は多色ビーズを扱った色鮮やか
な色彩である。
・装飾の文様について
最も多い文様は幾何学で、次いで花柄、そしてそ
の２つを合わせたものである。わずかではあるが自
然のもの（雪や星など）も見られるが、いずれにし
ても抽象的な文様である。
・織り糸の拾い方について
一般的には、織り糸が拾えないほどの細い糸で
織った布であれば抜きキャンバスを用いる。しか
し、ここで見る作品には、抜きキャンバスを使用し
布地 区限刺繍
作品 素材
織り
密度（本／㎝） 厚さ
（㎜）
文様 刺繍糸 技法
＊はフリーステッチ径 緯
Ａ ムンテニア地方
アルジェシュ県
（赤色）
ブラウス 麻 ２０ ２０ ０．３５ 幾何学 木綿 バック・ステッチ（以下ステッチ
略）、クロス、＊チェーン平織り 金糸
スカート １８ ２０ ０．４５ 花柄 木綿 クロス
Ｂ ムンテニア地方
アルジェシュ県
（黒色）
ブラウス 麻 ２２ ２４ ０．３５ 幾何学 木綿 ＊サテン、＊クロス
スカート 平織り ２０ ２０ ０．４５
Ｃ モルドヴァ地方
バランチャ県
ワンピース 麻 ２０ ２３ ０．４２ 幾何学 金糸 サテン、ダーニング
平織り
Ｄ ブコヴァイナ地方
スチャバ県
ブラウス 木綿 ２０ ２２ ０．４５ 幾何学 木綿 ビーズ・ハーフクロス
平織り
Ｅ ブコヴィナ地方
ネアムト県
ブラウス 木綿 １４ １３ ０．７４ 幾何学 木綿 サテン、ハンガリアン、ストレー
ト、バック、ハーフクロス平織り 絹
Ｆ トランシルヴァニア地方
シビウ県
シビエル村
ブラウス 木綿 ２８ ３０ ０．２７ 花柄 木綿 クロス、ルーマニアン、ダーニン
グ、＊ボタンホールブラウス 平織り １０ ４０ ０．２
（少女）
参１ トランシルヴァニア地方
アルバ県
アルバク村
ブラウス ポリエステル － － － 花柄 羊毛 クロス
及び メッシュ
スカート
Ｇ オルテニア地方
ブルチャ県
ホレイズ村
ブラウス 麻 ２０ ２０ ０．４４ 木綿 クロス、ヘリンボーン、サテン、ダー
ニング、＊チェーン、＊ジグザグ平織り 幾何学
エプロン 羊毛 － － １．１ 絹 ターン、ダーニング
綾織り
Ｈ オルテニア地方
メヘジンチ県
スカート 羊毛 ７ ７ ０．４５ 幾何学 プレート サテン
平織り ＊ドット・ワークド
Ｉ オルテニア地方
オルト県
マチュウカ村
ブラウス ポリエステル ６．５ ８ ０．２１ 花柄 羊毛 サテン
メッシュ
参２ バナト地方
カラシュ・セヴェリン県
カランセベシュ町
ブラウス 木綿／ １２ １４ ０．４５ 幾何学 木綿 ダーニング、クロス、サテン
及び ポリエステル
スカート 平織り
表１ 各地衣裳の素材と区限刺繍の技法一覧
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残布
単位はcm
図６４ Ａムンテニア・地方
アルジェス県（赤色）
図６７ Ｂムンテニア・地方
アルジェス県（黒色）
図６６ Ａアルジェス県
スカート（赤色）
図６５ Ａアルジェス県（赤色）
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図６９ Ｂアルジェス県
スカート（黒色） 図７０ Ｃモルドヴァ地方
バランチャ県
図６８ Ｂアルジェス県（黒色）
図７１ Ｃバランチャ県
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図７６ Ｆトランシルヴァニア地方
Ｆシビウ県図７２ Ｄブコヴィナ地方
スチャバ県
図７４ Ｅブコヴィナ地方
ネアムト県
図７６ Ｅネアムト県
図７３ Ｄスチャバ県
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たものではなく、織り糸を拾うものが多く見られ
た。
なかでも F のシビウ県は、ブロード地に織り糸
を拾って刺してあった。それはクロス・ステッチ
は、１目が１㎜や０．８㎜といった緻密なものであっ
た。
・刺繍糸について
刺繍糸及びアブローダー糸は全地域で見られ、毛
糸はトランシルヴァニア地方やオルテニアの一部で
も見られた。
金糸はモルドヴァ地方で見られたが、金糸刺繍を
多く用いていたトルコから、またはウクライナの影
響も考えられる。また、まったく異なる素材のメタ
ル糸、プレートがオルテニア地方にあった。この素
材（糸）が、なぜこの地域だけに存在するか、モル
ドヴァ地方の金糸と合わせて、次回の研究にした
い。
・技法とその地域性について
技法はクロス・ステッチ（以下ステッチ略）、ルー
マニアン、ダブル・ランニング（またはホルベイ
ン）、ヘリンボーン、サテン、ハンガリアン、ハー
フ・クロス、バック、ダーニング、ジグザグのほ
か、ビーズを用いたハーフ・クロス、またメタル糸
（プレート）を用いたサテンやドット・ワークドな
どが見られた（表１）。
技法を多く用いているのは、G のオルテニア地方
のブルチャ県（６技法（内２技法はフリー・ステッ
チ））、ついで E のブコヴィナ地方のネアムト県（４
技法）、F のトランシルヴァニア地方・シビウ県（４
技法（内１技法はフリー・ステッチ））、である。
反対に技法の数の少ない（１技法）のは、D のブ
コヴィナ地方のスチャバ県、参１のトランシルヴァ
ニア地方のアルバ県、そしてオルテニア地方のオル
ト県である。これらから地域による技法数の関係は
見あたらない。
・クロス・ステッチとハーフ－クロス・ステッチの刺
し方について
ハーフ－クロス・ステッチは、１つの作品の傾斜
は一方方向に揃えるのが一般的である。
D のスチャバ県のビーズ・ステッチは、段ごとに
傾斜がかわっている。これは傾斜を段毎に替えるこ
とで多色つかいしたビーズをさらに美しく見せる効
果を作っていると考える。
クロス・ステッチは、一般的には１つの作品は、
交差した上の糸は同じ傾斜に揃える。しかしここで
は、まったく統一が見られずバラバラである。
この２点の共通することは、段が変わっても布の
向きを変えず、その作品はすべて下から上（あるい
は右から左）に布を掬っていることである（図９、
図２９、図３９、図４６、図６３）。
クロス・ステッチの上になる糸（傾斜）を揃える
効果は、より光沢が増し美しいと考えるが、これは
国民性としか考えようがない。
以上のことから、ルーマニアの区限刺繍は、技法の
種類、数、色彩にそれぞれ異なった特色がみられた。
しかし、それは地方、県といった大きな範囲ではな
く、町、さらに村といった狭い地域がつくり上げたも
のであった。
さいごに
今回の区限刺繍はルーマニア衣裳の中で、最も多く
用いられる装飾技法で、先の紀要のギャザー技法（３
号）とビーズ技法（４号）を合わせるとおおかたの技
法を伝えられたと思っている。
今回訪れた西の地域、山村に住む人々は多くを自給
自足に頼る生活のなかで、今でもキリスト教に関係す
る祭事には、祖母や母親の衣裳を用いているという。
しかし、こうした衣裳を製作できる人が、ほとんどみ
られないのが現状である。
今回この紀要をまとめるにあたり、ご家庭に招待い
ただき貴重なお話や、その生活ぶりを見せて頂いた・
アルバ県．アルバック村の Maria Todea さんご一家、
カランシュ・セヴェリン県・カランセヴェシュ町の
Cabarie Elena さん、そしてコーディネイトして頂い
た、ブカレスト在住の Olivia Berghianu さんのご協力
に感謝し、厚くお礼申し上げます。
註
註１ C.D．ゼレティン『ルーマニア民族衣装集』光文社
（１９７５）
註２ イルゼ・ブラッシュ著『楽しいステッチ２』区限刺繍
雄鶏社（１９６５）p９
註３ アッシジ・エンブロイダリー（Assisi embroidery）北
イタリア、アッシジ地方で用いられた刺繍からつけられ
た。図柄を残し周囲を埋め、さらにその図柄を引き立たせ
るために一般的にはダブル・ランニング・ステッチで囲む
技法である。
註４ タペストリー刺繍（図８２）キャンバス地と斜線ステッ
チ
註５ フローレンタイン・エンブロイダリー（Florentine
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図８３
stitch）とハンガリアン・ステッチ（Hungarian stitch）
キャンバス地にストレート・ステッチを用いて波形、炎
形に刺繍するものである。
この名称はイタリアのフローレンス（現在のフレンツェ）
の身分の高い人たちの間で、椅子カバー、クッションなど
に、用いられたことから有名になった。数色の対称的な色
を使い、それにぼかしをくわえたもので、発祥地はハンガ
リーといわれる。
註６ ホルベイン・ステッチ（Holbein stitch）
１５世紀末～１６世紀前記のドイツの画家、ホルベインが絵
の中の衣裳によく登場させたことで知られるようになり、
その画家の名が名称となった。ダブル・ランニング・ス
テッチのことを言う。
註７ ムシャバック（Mushabak）
トルコの飾り布や儀式用タオルに用いた。決められた順
序で斜め移動しながら格子を作り、これを数段繰り返して
透かしを作るもので、表裏同じ模様になる。
註８ スウェーデン刺繍
ヨーロッパ各地で用いられたが、中でもスウェーデンで
盛んに刺されたことが名の起こりである。右側から左方向
に進み、途中上下ときには右に移動をしながら図柄を作る
技法で、表に多く糸がわたるために、色彩の美しさと線の
流れが特徴である。
註９ こぎん刺繍
津軽地方を中心に刺されたもので、紺地に白糸でダーニ
ング・ステッチ、ランニング・ステッチなどで、直線で図
柄構成したものが多い
註１０ マラマ（Marama
̂
）
生糸（ボランジュック）で織ったオーガンジィに似た長
方形のスカーフ。そこに白糸（アブローダー８～１０番位）
でダーニング・ステッチ、もしくは織り込みの模様を入れ
る。地域で図柄が異なる。
註１１ タンブール刺繍（Tambour Embroidery）
鈎針を用いてチェーン・ステッチするもので、表側は
チェーン・ステッチ、裏側は１本のラインになる。木綿や
絹糸のほか、金糸でも使われる。
註１２ シシリアン・ドロンワーク（Sicilian drawnwork）
経緯とも抜く糸と残す糸を同じにして格子状にし、残っ
た糸をウエービング・ステッチやアイレット・ステッチな
どで埋めていく技法である。
註１３ オープンワーク・シーム（Openwork seam）
２枚の布を装飾的な技法（ファゴッティング（Faggot-
ing））で繋ぎ合わせること。川口素子「ルーマニアの民族
衣装とそのギャザーについて」（「杉野服飾大学・杉野服飾
大学短期大学部紀要」３号、２００４、p５２）
註１４ ストローキング・ザ・ギャザーズ（Stroking the Gath-
ers）
厚みのある布地にギャザーを寄せる方法で、ランニン
グ・ステッチし、その糸を引き締めながら、襞の溝を針で
撫で下ろしながらギャザーを寄せる方法。川口素子「ルー
マニアの民族衣装とそのギャザーについて」（「杉野服飾大
学・杉野服飾大学短期大学部紀要」３号、２００４、p３６）図
８２
註１５ スモッキング（Smocking）
ゆとりをつけた衣裳などに用いる装飾技法で、ギャザー
をよせ、そのギャザーを刺繍糸で装飾するもの。ステッチ
の形と共に色彩の変化を楽しめる方法。川口素子「ルーマ
ニアの民族衣装とそのギャザーについて」（「杉野服飾大
学・杉野服飾大学短期大学部紀要］３号、２００４、p４２）
註１６ ビーズ・ハーフ・クロス・ステッチ（Bead Half cross
Stitch）
ビーズをいれながら、ハーフクロス・ステッチする方
法。川口素子「ルーマニア・メラ村におけるビーズ装飾に
ついて」（「杉野服飾大学・杉野服飾大学短期大学部紀要
４号、２００５、p９５）
註１７ ドット・ワークド・ステッチ（Dotsworked stitch）
扁平な金属糸を用いて円形を作るもの。
川口素子「トルコ・Maras 刺繍とその応用技法」（「杉野
服飾大学・杉野服飾大学短期大学部紀要 １号、２００２、p
３４）
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参考衣裳
Ａ－ムンテニア地方・アルジェシュ県
女性衣裳 ４点セット ２０世紀前期
Ｂ－ムンテニア地方・アルジェシュ県
女性衣裳 ５点セット ２０世紀前期
Ｃ－モルドヴァ地方・バランチャ県
女性衣裳 ３点セット ２０世紀前期
Ｄ－ブコヴィナ地方・スチャバ県
女性衣裳 ５点セット ２０世紀前期
Ｅ－ブコヴィナ地方・ネアムト県
女性衣裳 ５点セット ２０世紀前期
Ｇ－オルテニア地方・ブルチャ県・ホレイズ村
女性衣裳 ６点セット ２０世紀前期
Ｈ－オルテニア地方・メヘジンチ県
女性、スカート １９世紀後期～２０世紀前期
Ⅰ－オルテニア地方・オルト県・マチュウカ村
女性衣裳 ３点セット ２０世紀中期
参考２－バナト地方・カラシュ・セヴェリン県・カランセベ
シュ町
女性衣裳 ５点セット ２０世紀中期
Ｆ－トランシルヴァニア地方・シビウ県・シビエル村
女性衣裳 ６点セット ２０世紀前期～中期
参考１－トランシルヴァバニア地方・アルバ県．アルバク村
女性衣裳 ４点セット ２０世紀前期～中期
写真出典
Ｅ－ブコヴィナ地方・ネアムト県（図２９、図３０、図３１、図３２）
女性衣裳 ５点セット 杉野学園衣裳博物館収蔵品
参考１－トランシルヴァバニア地方・アルバ県・アルバク村
女性衣裳（図３８、図３９） Maria Todea 氏所蔵品
Ｈ－オルテニア地方・メヘジンチ県（図４９）女性衣裳
Muzeul Nat‚ ional de Arta
̂
収蔵品
参考２－バナト地方・カラシュ・セヴェリン県・カランセベ
シュ町（図５８、図５９、図６０、図６１）女性衣裳 Cabarie Elena 氏
所蔵品
それ以外は筆者所蔵品。また各衣裳は許可を得て筆者が撮
影した。
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